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研究成果

真菌が嫌気的環境に適応し，そのエネルギー代謝を切

り替える現象は，近年，申請者らの研究グループによっ

て解明が進められている.多くの内在性真菌は体内の低

酸素環境下で生育することから，この現象の解明は，真

蘭治療や病徴の発現機構の解明に役立つ可能性が考えら

れる.本研究では，真菌の中でもっとも嫌気代謝の研究

が進められている Fusariumoxysporumをモデルとしてそ

の代謝と細胞形態の相関関係を解析している.

本共同利用研究では，昨年度に引き統き，特に，本菌

の硫黄還元系の生化学的解析および菌糸内部の微細構造

(特に，ミトコンドリアの形態)を検討した.その結果，

本菌の硫黄還光酵素を単離することに成功し，それがグ

ルタチオン還元醗素であることを見いだした.一方，既

に，R oxysporumが嫌気条件下では元素状硫黄を硫化水

素に変換し発酵する際に?ミトコンドリアの膜構造をは

じめとする細胞内の超微細構造は通常の培養と変わらな

いことを見いだしていた.本年度は，このときのミトコ

ンドリアの細胞内占有準を定最した.その結果，硫黄還

元反応、に際して，ミトコンドリアの数と面積も通常の培

饗の際のそれらと変わらないことが明らかとなった.こ

れは，パン酵母のミトコンドリアが嫌気条件下では萎縮

するのと対照的である.
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